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平成30年４月１日に廃止が決まったＪＲ三
江線。この桜並木を駆け抜けるのも今年が最
後かもしれません。連日、乗客やカメラマン
が訪れているＪＲ潮駅です。

桜並木を駆け抜ける三江線
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平成29年度

町長施政方針
平成29年美郷町議会第一回定例会が３月３日㈮から16日㈭まで開かれ、
議会初日、景山良材町長が平成29年度の施政方針を総合計画の体系に沿っ
て説明しました。施政方針の全文は美郷町ホームページに掲載しています。

利
便
性
の
高
い
快
適
な
暮
ら
し

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

●
公
共
交
通
網
の
充
実

　
平
成
30
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止

と
な
る
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
代
替
交
通
に

つ
い
て
は
、
地
域
振
興
も
考
慮
し
た

検
討
を
行
い
、
交
通
網
の
形
成
計
画

や
、
バ
ス
転
換
に
向
け
た
運
行
計
画

等
の
策
定
な
ど
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
の
新
交
通
移
行
に
向
け
、
利
便
性

の
高
い
持
続
可
能
な
新
交
通
プ
ラ
ン

づ
く
り
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

●
空
き
家
対
策

　
今
年
度
か
ら
空
き
家
等
対
策
計
画

の
策
定
に
着
手
す
る
ほ
か
、
除
却
の

た
め
の
助
成
制
度
な
ど
、
活
用
で
き

な
い
空
き
家
対
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

活
用
で
き
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
等
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
助
成
、

利
活
用
助
成
を
行
っ
て
、
空
き
家
の

有
効
活
用
を
進
め
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
積
極
的
な
受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
通
信
に
つ
い
て

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
美
郷
町

の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
住
民
向
け
の
情
報
コ
ン
テ
ン

ツ
「
み
さ
と
ア
プ
リ
」
も
生
活
に
有

益
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
み
さ
と
光
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
エ
リ
ア
の
拡
大

も
検
討
し
、
観
光
や
災
害
時
な
ど
で

の
利
便
性
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

人
と
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た

産
業
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

●
産
業
振
興

　
薬
草
、
食
品
加
工
な
ど
各
種
講
座

に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
、商
品
化
、

地
元
産
業
で
の
活
用
な
ど
、
粘
り
強

く
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
て
、

魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
、
既
存
の
公
共
宿
泊
施
設
の
効
率

的
な
運
営
、
地
域
雇
用
の
拡
大
に
つ

な
が
る
よ
う
な
新
た
な
事
業
経
営
体

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
と

水
力
発
電

　
事
業
実
施
に
係
る
課
題
、
町
の
役

割
や
進
捗
計
画
を
検
証
し
、
実
現
可

能
で
あ
る
な
ら
ば
、
積
極
的
に
支
援

し
、
持
続
可
能
な
産
業
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
山
く
じ
ら
の
振
興

　
町
内
飲
食
店
が
使
い
や
す
い
価
格

で
入
手
で
き
る
よ
う
、
山
く
じ
ら
肉

の
購
入
へ
の
助
成
を
行
い
、
町
内
で

の
消
費
・
利
用
促
進
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
町
、Ｊ
Ａ
が
主
導
し
、担
い
手
不
在

に
悩
む
農
家
の
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
経
営
体
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
予
算
配
分
に
沿
っ
た
建

設
と
な
り
ま
す
が
、
早
期
の
完
了
を

目
指
し
、
農
業
生
産
額
の
拡
大
と
担

い
手
の
確
保
に
よ
る
定
住
へ
の
貢

献
、
雇
用
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●
林
業

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
事
業

と
関
連
し
、
林
地
台
帳
の
整
備
に
着

手
い
た
し
ま
す
。

　
美
郷
町
に
在
住
さ
れ
な
い
山
林
所

有
者
が
増
加
し
、
山
林
の
活
用
が
困

難
な
場
面
が
増
加
す
る
と
想
定
し
て

お
り
、
所
有
者
の
整
理
を
す
る
こ
と

に
よ
り
対
策
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

美
郷
町
を
担
う
心
豊
か
な
人
づ

く
り

●
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
基
礎
的
な
知

識
と
技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
、
そ
の
他
の
能
力
を

育
ん
だ
り
、
情
報
を
収
集
、
分
析
、

整
理
、
活
用
す
る
力
を
身
に
付
け
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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町長施政方針

●
子
育
て
支
援

　
保
護
者
の
生
活
、
就
労
面
で
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
29
年

度
か
ら
病
後
児
保
育
を
実
施
す
る
ほ

か
、
妊
婦
や
障
が
い
児
・
在
宅
児
な

ど
の
子
育
て
家
庭
の
支
援
策
の
継

続
、
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
応
じ
た

啓
発
事
業
や
相
談
体
制
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
報
酬
削
減
分
の
財
源
を
活
用

　
既
存
の
施
設
を
活
か
し
、
子
育
て

世
代
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
室
内
遊

び
場
の
設
置
や
、
在
宅
児
家
庭
の
支

援
と
し
て
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
一

緒
に
、
お
茶
や
温
泉
が
楽
し
め
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
な
場
の
運
営
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
み
さ
と
子
育
て
応
援
事
業

と
し
て
、
住
民
に
よ
る
「
美
郷
町
の

子
ど
も
達
や
住
民
を
元
気
に
、
笑
顔

に
す
る
活
動
」
を
公
募
し
、
活
動
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援
対
策
と
介
護
保
険

　
国
の
制
度
が
変
わ
る
こ
と
で
、
従

来
の
介
護
予
防
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
は
介
護
給
付
の
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
が
、
現
在
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
新
し
い
総
合
事
業
の
中
で
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
た
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
別
府
安

心
ネ
ッ
ト
や
各
自
治
会
と
連
携
・
協

力
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

　
そ
の
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
や
公
営

塾
「
学
習
支
援
館
」
に
よ
り
、
学
び

を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

●
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成

　
地
域
に
息
づ
く
豊
か
な
教
育
資
源

を
活
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
「
絆
づ
く
り
と
活
力
あ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い

て
、
地
域
全
体
で
学
校
や
子
ど
も
た

ち
を
支
え
、育
む
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し

ま
す
。

　
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
方
向
性
を

踏
ま
え
、
吾
郷
地
域
と
粕
渕
地
域
に

お
い
て
、
公
民
館
の
設
置
や
活
動
な

ど
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

●
定
住
推
進
と
人
材
育
成

　
新
た
に
給
付
型
の
「
美
郷
町
ふ
る

さ
と
定
住
奨
学
金
」
の
制
度
を
設
け

ま
す
。

　
優
秀
な
学
生
の
学
び
の
環
境
を
支

え
、
美
郷
町
を
担
う
人
材
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
町
を
挙
げ
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り

ま
す
。

　
住
民
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
町
内
の
各
地
域
で
展
開
で
き
る
よ

う
体
制
整
備
を
進
め
な
が
ら
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
支
援

　
平
成
29
年
夏
に
は
、
粕
渕
地
域
に

社
会
福
祉
法
人
わ
か
ば
会
の
就
労
支

援
事
業
所
の
開
所
が
予
定
さ
れ
て
お

い
ま
す
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
施
設
整

備
を
支
援
し
、
障
が
い
者
の
就
労
支

援
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
、
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
生
活
困
窮
者
対
策

　
就
労
支
援
や
家
計
相
談
支
援
を
行

う
な
ど
、
町
の
総
合
力
で
相
談
者
の

発
見
と
生
活
再
建
支
援
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
み
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ

る
課
題
の
複
雑
化
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
や
保
護
者
、
青
少
年
等
を
自
立
や

育
ち
の
視
点
か
ら
支
援
す
る
た
め
、

「
子
ど
も
の
輝
く
未
来
応
援
計
画
」

を
策
定
し
、子
ど
も
と
家
庭
の
安
心・

安
全
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

連
帯
の
絆
で
支
え
合
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り

●
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

　
生
活
機
能
、
生
活
交
通
、
地
域
産

業
、
安
全
・
安
心
な
ど
の
地
域
課
題

に
つ
い
て
、
地
域
主
体
で
持
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
結
婚
対
策

　
未
婚
化
、晩
婚
化
が
進
ん
で
お
り
、

出
会
い
の
場
の
提
供
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
る
未
婚
者
が
相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

ま
た
、
結
婚
が
成
立
し
た
場
合
の
報

奨
金
制
度
を
今
年
度
検
討
し
ま
す
。

●
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策

　
田
舎
暮
ら
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
相
談
対
応

や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
の
参
加
等
に

よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信
等
に
よ
っ

て
、
移
住
者
の
支
援
、
増
加
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
若
者
定
住
住
宅

　
都
賀
本
郷
地
域
と
沢
谷
九
日
市
地

域
の
建
設
に
向
け
、
造
成
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
地
域
に

つ
い
て
要
望
を
踏
ま
え
、
候
補
地
を

選
定
し
た
う
え
で
、
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
も

継
続
し
、
若
者
世
代
の
暮
ら
し
を
支

援
し
、
定
住
を
促
し
、
町
内
消
費
の

活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
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平
成
29
年
度

予
算

平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
64
億
６
，
８
０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り

５
，
７
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
新
た
に
集
落
営
農
の

設
立
が
困
難
な
地
域
や
担
い
手
が
い

な
い
地
域
の
営
農
を
広
域
的
に
支
援

し
て
い
く
農
業
支
援
組
織
（
サ
ポ
ー

ト
経
営
体
）
の
設
立
、
空
き
家
対
策

に
係
る
協
議
会
を
設
置
し
計
画
の
策

定
・
調
査
・
解
体
補
助
金
の
交
付
、

定
住
の
促
進
・
美
郷
町
を
担
う
人
材

の
育
成
を
目
的
と
す
る
高
等
学
校
以

上
の
修
学
に
係
る
奨
学
金
基
金
の
創

設
、
平
成
30
年
度
に
建
設
を
予
定
す

る
若
者
定
住
住
宅
団
地
の
造
成
（
都

賀
本
郷
３
区
画
・
九
日
市
９
区
画
）、

都
賀
西
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
場
の
整

備
や
雪
害
対
策
と
し
て
除
雪
車
の
購

入
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
町
内
に
お
け
る

消
費
喚
起
の
た
め
商
工
会
が
実
施
す

る
商
品
券
発
行
事
業
に
対
す
る
助
成

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事

業
」、
農
業
の
活
性
化
に
よ
る
定
住

人
口
の
確
保
と
農
業
生
産
額
の
減
少

を
食
い
止
め
る
た
め
、
農
山
漁
村
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
等

を
活
用
し
栽
培
施
設
（
ハ
ウ
ス
）
を

建
設
す
る
「
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
栽
培
施

設
整
備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
方
で
歳
入
は
前
年
度
よ
り
地
方

交
付
税
を
１
億
円
減
額
と
見
込
み
、

地
方
債
の
増
８
，
５
５
０
万
円
を
計

上
す
る
も
、
不
足
す
る
財
源
を
補
う

た
め
財
政
調
整
基
金
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１
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５
，
５
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万
円
、
借
入
金
の
返

済
の
た
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に
蓄
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金
３
，

２
０
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円
を
取
り
崩
し
て
の
予
算

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す

　
今
後
も
基
金
の
取
り
崩
し
で
の
財

源
補
て
ん
が
予
測
さ
れ
、
よ
り
、
効

果
的
な
予
算
編
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

一般会計　歳出
64億6,800万円

単位 ：千円

人件費
7億2,148万3千円

11.2%

公債費
11億6,455万4千円

18.0%

扶助費
5億5,450万8千円
8.6%

災害復旧事業費
4,150万円

0.6%

繰出金
6億6,154万9千円

10.2%

維持補修費
9,377万4千円

1.4%

積立金
2,251万6千円

0.3%

投資及び出資金
2,000万円
0.3%

貸付金
20万円
0.0%

予備費
727万円
0.1%

普通建設事業費
11億8,604万円

18.3%

補助費等
8億2,714万7千円

12.8%

物件費
11億6,745万9千円

18.0%
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用語解説
●自主財源
　町税、分担金及び負担金、
使用料及び手数料、財産収
入、繰入金、諸収入など、
自主的に収入する財源。
●依存財源
　地方交付税、町債、国庫
支出金、県支出金、地方譲
与税など、自主財源以外の
収入。
●町税
　町民税、固定資産税、軽
自動車税、たばこ税など町
が課税徴収する税金。
●地方譲与税
①自動車重量譲与税
国の自動車重量税収入の１
/３に相当する額が毎年４
月１日現在の町道延長及び
面積に案分して交付される
お金。
②地方揮発油譲与税
ガソリンに対して課税され
る地方揮発油税のうち４２
/１００に相当する額が町
に交付されます。
●地方交付税
　どの町でも一定の行政サ
ービスを行えるように市町
村間の財政力の差をなくす
ために国から交付されるお
金。所得税、酒税、法人税、
消費税、たばこ税の５税が
原資。
●分担金及び負担金
　保育料や特定の事業に対
する収入。
●使用料及び手数料
　町が管理している施設、
町が行うサービスを利用し
た際のお金など。
●国庫支出金
　町が行う仕事に対して必
要性に応じて国から支給さ
れるお金。
●県支出金
　町が行う仕事に対して必
要性に応じて県から支給さ
れるお金。
●繰入金
　資金運用の方法として特
別会計、企業会計、基金か
ら、受け入れるときの収入。
●諸収入
　預金の利子や貸付金に対
する償還金など。
●町債
　公共施設などを整備する
ために必要なお金を国など
から調達する借金。

町長方針の推進関係　１５億３，２３５万８千円
１　道路網整備や新産業の充実による雇用環境の充実　　　　９００，００３千円
　　雇用の場の拡大、地域ブランドの確立、商工業者の支援　など
２　若者定住対策の促進とUIターン者の充実　　　　　　　　　８４，３９６千円
　　定住支援、地域間交流の促進と地域リーダーの育成　など
３　結婚・出産・子育て環境の充実　　　　　　　　　　　　３９６，１６７千円
　　子育て支援の充実、教育環境充実のための施策推進、出会いの場づくり　など
４　安全で安心して暮らせる地域づくり　　　　　　　　　　１４６，２９２千円
　　自治会組織の強化、福祉の充実　など
報酬削減分を若者・子育て支援に　　　　　　　　　　　　　　　５，５００千円

会計別当初予算
区　　分 予　算　額 うち公債費 一般会計からの

繰出額
地 方 債
残高見込

基金残高
見　　込

一般会計 64億6,800万円 11億6,455万4千円 − 98億8,341万4千円 36億4,185万1千円
特別会計 16億6,627万2千円 2億3,992万6千円 5億174万8千円 27億4,670万8千円 1,390万9千円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 155万9千円 113万9千円 10万円 300万4千円 −
簡易水道事業特別会計 3億695万2千円 9,482万7千円 5,998万7千円 12億1,386万4千円 772万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億6,6,119万9千円 1億4,396万円 1億7,759万6千円 15億2,984万円 390万2千円
君 谷 診 療 所 特 別 会 計 528万円 − 115万9千円 − −
国民健康保険特別会計 8億1,927万3千円 − 8,021万1千円 − 228万7千円
国民健康保険診療所特別会計 7,883万円 − 2,843万1千円 − −
後期高齢者医療特別会計 1億9,317万9千円 − 1億4,716万8千円 − −
合　　　　　　計 81億3,427万2千円 14億448万円 4億9,456万2千円 126億3,012万2千円 36億5,576万円

一般会計　歳入
64億6,800万円

単位 ：千円

地方交付税
33億3,000万円

51.4%

依存財源
54億9,599万3千円

85.0%

自主財源
9億7,200万7千円
15.0%

町債
8億8,170万円

13.6%

県支出金
3億7,378万6千円

5.8%

地方譲与税
6,450万円

1.0%

使用料及び手数料
7,624万7千円

1.2%

分担金及び負担金
3,780万8千円

0.6%

繰入金
2億7,640万円
4.3%

諸収入
1億2,452万7千円
1.9%

その他
2,899万1千円
0.4%

その他　8,930万円
1.4%

町税　4億2,803万4千円
6.6%

国庫支出金
7億5,670万7千円

11.7%
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やくば通信

美郷町ふるさと定住奨学金（給付型）を創設

第２５期　美郷大学受講生募集中！

美郷町では、若者の定住と人材育成を目的に、平成29年度から給付型の奨学金制度を創設します。

美郷町では中高齢者の方を対象に、生きがいづくり、仲間づくりなど

を目的にした生涯学習の場として美郷大学を開設しています。

◎入学資格
美郷町にお住まいの55歳以上の方で、年間約20回の
講座を受講できる人

◎申し込み方法
社会福祉協議会、各交流センター、教育委員会の窓口
にある入学願書に必要事項を記入の上、教育委員会ま
たは各交流センターへ提出してください。

◎対象者（以下の要件を全て満たす人）
①本人又は保護者が美郷町に住所を有していること
②高等学校、中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部、短期大学、
　専修学校、高等専門学校、大学、大学院等に在学していること
③心身ともに健康で修学に耐え得ること
④卒業後美郷町に定住する意思があること
⑤保護者とその世帯に税金等の滞納がないこと

◎奨学金（月額）
高等学校等　　　　　　30,000円
短大、専修学校等　　　40,000円
大学、大学院等　　　　50,000円

◎次の場合は返還を求めます
ア、卒業後５年以内に定住しないとき
イ、美郷町に居住して５年以内に転出したとき
ウ、虚偽の申請によって給付を受けたとき
エ、その他町長が返還するべきと認めたとき

今年度は５月に募集を行い、選考委員会の審査を経て、６月末に奨学生を決定する予定です。
詳しくは、教育委員会（℡　７５－１２１７）へお問い合わせください。

教育委員会
☎７５－１２１７

教育委員会
☎７５－１２１７

将来は
美郷へ！

申込み期限
４月28日㈮

楽しく学べる学習講座や修学
旅行を通して新たな生きがい
を見つけてみませんか。
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やくば通信

空き家利活用に関する新制度が始まりました

年金の予約相談を行っています

空き家バンクへの登録で
家財の処分や建物の維持管理等にかかる費用の一部を助成します！

空き家を所有していても使い道がなく、今後に不安を抱えておられる方はぜひ一度ご相談ください。
（制度の利用には事前申請が必要です）

日本年金機構では、年金相談をより丁寧に効率的に対応するため
平成28年10月から全国の年金事務所で予約相談が始まりまし
た。年金記録のご相談や、年金見込額の試算など様々な相談に応
じていただけます。

▼問い合わせ先　浜田年金事務所　☎ ０８５５－２２－０６７０

◎予約相談を実施する日時
　月曜日から金曜日の８：３０～１６：００
◎予約の対象とする相談内容
　年金相談全般
◎事前受付の期日
　予約相談希望日の１ヶ月前から前日まで
◎申込方法
　０５７０－０５－１１６５（ねんきんダイヤル）
　に申し込み

◎持参するもの
　〇基礎年金番号がわかるもの
　　年金手帳・年金証書など日本年金機構からの
　　通知で年金番号がわかるもの
　〇本人確認できるもの
　　＊１点掲示で足りるもの
　　運転免許証、住基カード（顔写真付）など
　　＊２点掲示が必要なもの
　　各保険証・受給者証・学生証など

◎補助対象者
空き家の持ち主、または持ち主から委任を受けた方

◎交付条件
①町の空き家バンク制度に２年以上登録すること
②町内の業者を利用する事（事業内容によっては例外もあります）
③バンク登録後に賃貸借契約が成立した物件であること

◎補助金額

家財処分
草木の伐採

ハウスクリーニング
適正管理

（※ １）

上限
10万円

上限
10万円

上限
12万円

※１管理については複数年にわたる申請が可能です。

定住推進課
☎７５－１２１２

住民課
☎７５－１２１３
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やくば通信

愛犬のために、あなたにできること

「犬の登録」と「狂犬病予防注射」

強引な勧誘にご注意ください！

犬の飼い主は「犬の登録」と「狂犬病予防注射」を必ず受けましょう！

■町が行う集合注射での接種を受けるには？
◎以下の日程で町内を巡回します。お近くの会場
で接種を受けて下さい。

　　５月17日㈬～ 18日㈭：邑智地域
　　５月19日㈮：大和地域

※�詳しい時間と会場は、広報みさと４月号と一緒にお

届けしたチラシをご覧下さい。

◎美郷町での登録が済んだ犬については、５月初
め頃までに注射案内のハガキを郵送します。
◎注射料金
　　すでに登録済みで集合注射を受ける場合
　　２，９５０円（注射済票交付手数料含む）
　　新規登録をして、集合注射を受ける場合
　　５，９５０円（登録料と注射済票交付手数料を含む）

■動物病院で接種を受ける時は？
◎動物病院で狂犬病予防注射を受けることが出来
ます。動物病院に行く時は、役場から届いたハ
ガキを持参し注射を受けて下さい。
接種後は、美郷町役場住民課または大和事務所
で狂犬病予防注射済票の交付を受けてくださ
い。
◎役場に持参するもの
　　・動物病院で発行された「狂犬病予防注射済証」
　　・手数料５５０円

■愛犬を迷子にしてしまわないために…
　平成28年度に美郷町内において役場や保健所が
保護した迷い犬は5頭。そのうち4頭には犬の登録
鑑札がありませんでした。
　登録鑑札や注射済票が首輪に付いていることで、
犬の飼い主を特定し無事に還してあげることができ
ます。
　大切な愛犬のために登録鑑札や注射済票を必ず装
着し、首輪にも記名をお願いします。

「プロバイダを変更すると、料金が安くなります」
といった内容の電話が増えています。

美郷町は『みさと光ネット』を配備しており、料金割引の対象外地域です。
プロバイダを変更することによって料金が安くなることはほぼありませんの
で、ご注意ください。

住民課
☎７５－１２１３

企画財政課
☎７５－１９２４
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やくば通信

自動車税・軽自動車税の納期内納付について

軽自動車税の減免制度について

自動車税・軽自動車税の納期限は５月31日㈬です。
　必ず納期限までに納めていただきますようお願いします。
　車検の際には、納税通知書に添付している納税証明書（継続検査用）が必要ですので、車検証と一緒に大切
に保管してください。

　軽自動車等について、公益のために直接専用する車両、身体障害者手
帳等の交付を受けている人など、一定の要件を満たす場合、申請により
軽自動車税を減免することができますので、該当される方は期限までに
申請書を提出してください。
　身体障害者手帳等の交付を受けている方は、その障がいの程度により
軽自動車税の減免を受けることができますので、次表の減免要件をご確
認ください。

◎減免要件

手帳の種類 軽自動車等の
所有者

軽自動車等
の運転者 用　　　途

・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳
・戦傷病者手帳

・左記の手帳を持って
いる人
・左記の手帳を持って
いる人と生計を一に
する人（本人の所有
する自動車等がない
場合に限る）

本人
生計を一に
する人

身体障害者などの人のための交通手段と
して使用されていること

常時介護す
る人

主として身体障害者などの人の通学
（園）、通院、通所、または生業などに使
用していること

※減免できる軽自動車は１人につき１台で、自動車税の減免と併せて受けることはできません。

◎申請手続きに必要なもの
　・軽自動車税減免申請書
　・印鑑
　・運転免許証（障がい者本人が運転しない場合は、運転する者の免許証）
　・減免を受けようとする軽自動車の自動車検査証（車検有効期限内のものに限る・250㏄以下のバイクは不
要）

　・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳のいずれか
　・マイナンバーカード又は通知カード

自動車税のグリーン化税制
　平成28年４月１日から平成29年３月31日までに新車新規登
録された自動車で、低燃費及び排出ガス性能が一定の基準を満
たす自動車は、その満たす基準に応じて、平成29年度の税額
が約75％又は50％軽減されます。
　また、新車新規登録から11年経過したディーゼル車及び13
年経過したガソリン・ＬＰＧ車は、税額が約15％（バス、ト
ラック等は約10％）加算（重課）されます。

◎納税通知書発送日　　自動車税　　５月　１日㈪
　　　　　　　　　　　軽自動車税　５月１５日㈪
◎納付場所　　　　　　金融機関、コンビニエンスストア

※自動車税は、このほか、県民センター窓口、ペイジー
納付（インターネットバンキング、モバイルバンキング、
ペイジー対応のＡＴＭ）、パソコン・スマートフォンを
利用したクレジットカードによる納付もできます。

▼問い合わせ先
自動車税
島根県西部県民センター税務部
不動産・自動車課税課
　　　　　☎（0855）29-5737
軽自動車税
美郷町役場　住民課　税務係
　　　　　☎（0855）-75-1213

住民課
☎７５－１２１３

住民課
☎７５－１２１３

☆申請期限
５月24日㈬まで
（※この申請は毎年必要です。）
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道路交通法が改正されました

平成29年３月12日から、改正道路交通法が施行され、新しい制度がスタートしました。

詳しくは警察などのホームページを確認してください。

ここでは高齢運転者対策についてご紹介します。
①臨時認知機能検査・臨時高齢者講習を新設
●臨時認知機能検査
75歳以上の運転者が、認知機能が低下したときに起こしやすい違反行為
をしたときは、「臨時認知機能検査」を受けなければなりません。
●臨時高齢者講習
臨時認知機能検査を受け、認知機能の低下が運転に影響するおそれがある
と判断された人は、「臨時高齢者講習」を受けなければなりません。

②臨時適性検査制度の見直し
　運転免許更新時の認知機能検査か臨時認知機能検査で認知症のおそれがある
と判断された人は、臨時適性検査（医師の診断）を受けるか、命令により医師
の診断書の提出が必要になります。

③高齢者講習の合理化・高度化
　認知機能検査の結果によって受ける講習の内容などが変わります。高齢者講
習は、75歳未満の人や、認知機能検査で認知機能の低下のおそれがないと判
断された人は２時間に短縮されます。その他の人は個別指導を含む３時間の講
習となります。

主な改正点 （1）準中型運転免許の新設
（2）高齢運転者対策の推進

健康福祉課
☎７５－１２３１

運
転
免
許
を
持
つ
75
歳
以
上
の
方
は

認
知
機
能
の
状
況
に
応
じ
、

診
断
や
講
習
の
機
会
が
増
え
ま
す

一定の違反をしたとき

運転免許証を更新するとき

75
歳
以
上

75
歳
以
上

75
歳
未
満

一
定
の
違
反
行
為

①臨時認知機能検査 ①臨時高齢者講習

③高齢者講習（高度化）

③高齢者講習（合理化）

②臨時適性検査
または

診断書提出命令

新設 新設

　認知症のおそれ など
・実車指導（1時間）
・個別指導（1時間）

・実車指導
・個別指導 など

・実車指導 など

認知機能検査の結果が
悪くなっている場合 計２時間

計３時間

計２時間

更新時の認知機能検査

認知症のおそれ

認知機能低下のおそれ

認知機能の低下のおそれなし
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やくば通信

平成29年度　農作業標準賃金について

平成29年度　農 作 業 標 準 賃 金 （農作業請負金額）
単位：円／ 10a

作業内容 区分 標　準　額 摘　　要

作付

耕起 ９，０００円

荒代 ６，０００円

本代 ９，０００円 えぶりは委託者

田植 機械植 ８，０００円 苗及び植え直し等は委託者

農薬散布 ２，０００円 機械は委託者
農薬は委託者持ち

稲刈
バインダー ９，５００円 ほとり刈りは委託者で行う

コンバイン １９，０００円 ほとり刈りは委託者で行う
倒伏による割増は下記のとおり

脱穀 ハーベスタ １０，０００円

籾乾燥 水分率 30kg当たり １００円 乾燥１％当たり

籾すり 30kg当たり ５００円

オペレーター １時間 １，２００円 ８時間労働

一般作業賃金 １日（男女共） ６，０００円 ８時間労働

○コンバイン刈り取りによる割増料金
倒伏面積割合 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上
割　増　率 規定料金 20％割増 30％割増 50％割増

農業委員会（産業振興課内）
☎７５―１２１４

＊ 作業基準＊
●上記の表の料金は
10ａ区画の乾田のほ
場を基準としているた
め、ほ場の区画形状や
湿田等によっては差異
があるため、あくまで
も話し合いの目途とし
て活用下さい。
●労働時間は、午前８
時から午後５時までで
す。
●機械持参の場合は、
弁当と燃料、田植及び
普通賃金等は、すべて
弁当持参を原則としま
す。
●作業機械・籾等の運
搬費用は上記金額に含
まない。
●この標準賃金・料金
の適用期間は、平成
29年４月１日から平
成30年３月31日まで
とする。

人
事
に
つ
い
て

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

３
月
31
日
付
で
４
名
の
職
員
が
退
職

し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
定
年
退
職
）

課
長　
窪
田　
英
通（
議
会
事
務
局
）

　
　
　
昭
和
51
年
８
月
10
日
採
用

　
　
　
40
年
８
か
月
間
在
職

課
長　
赤
穴　
　
清
（
建
設
課
）

　
　
　
昭
和
56
年
12
月
１
日
採
用

　
　
　
35
年
４
か
月
間
在
職

課
長
補
佐

　
　
　
富
永　
裕
博（
大
和
事
務
所
）

　
　
　
昭
和
51
年
４
月
１
日
採
用

　
　
　
41
年
間
在
職

（
辞
職
）

係
長　
上
田　
俊
彦
（
総
務
課
）

　
　
　
平
成
元
年
４
月
１
日

　
　
　
28
年
間
在
職

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

集
落
支
援
員

４
月
１
日
付
で
３
名
の
職
員
を
採

用
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

４
月
１
日
付
で
集
落
支
援
員
の
交

代
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

渡わ
た

邊な
べ　

泰や
す

文ふ
み

（
沢
谷
）

志し

村む
ら　
英ひ

で
文ふ

み
（
都
賀
西
）

漆う
る
し

谷だ
に　

瑛え
い

介す
け

（
産
業
振
興
課
）

倉く
ら
橋は

し　
秀

し
ゅ
う
成せ

い

（
建
設
課
）

松ま
つ

川か
わ　
裕ひ

ろ
之ゆ

き

（
建
設
課
）
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情報たまてばこ

美郷町簡易水道の水質検査結果（検査日３月22日）
検　査　実　施 結　　　　果 評価 対応
粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
▶問い合わせ先　役場建設課（☎７５- １２１５）

お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

土
地
、
建
物
、
金
銭
、
交
通
事
故
、
夫

婦
、
親
子
、
相
続
な
ど
、
法
律
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時　
５
月
15
日
㈪
10
時
～
12
時
、
13

時
～
15
時

○
場
所　

川
本
簡
易
裁
判
所

▼
予
約
・
問
合
せ

川
本
簡
易
裁
判
所

☎
０
８
５
５
－
７
２
－
０
０
４
５

無
料
「
登
記
相
談
所
」

　

松
江
地
方
法
務
局
で
は
、
奇
数
月
の
第

３
火
曜
日
に
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
開
設
日
の

前
日
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

平
成
29
年
５
月
16
日
、
７
月
18
日
、
９

月
19
日
、
11
月
21
日

平
成
30
年
１
月
16
日
、
３
月
20
日

○
時
間　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本

○
相
談
内
容　

土
地
・
建
物
及
び
会
社
・

法
人
に
関
す
る
登
記

▼
予
約
・
問
合
せ

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

☎
０
８
５
５
－
２
２
－
０
９
５
９

美
保
基
地
航
空
祭

○
日
時　
５
月
28
日
㈰
９
時
～
15
時

○
場
所　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内

○
内
容
（
予
定
）

航
空
機
地
上
展
示
、航
空
機
展
示
飛
行
、

主
要
装
備
品
展
示
、
そ
の
他

○
注
意
事
項

・
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

極
力
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い・「
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
」
以
外
の

ペ
ッ
ト
類
を
連
れ
て
の
来
場
は
で
き
ま

せ
ん

▼
問
合
せ

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

☎
０
８
５
９
－
４
５
－
０
２
１
１

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス（
浜
田
会
場
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概
要

や
採
用
計
画
な
ど
情
報
提
供
を
行
う
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
５
月
21
日
㈰
12
時
～
17
時

○
場
所　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

12
時
～
13
時
30
分　

オ
プ
シ
ョ
ン
企
業

「
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

14
時
～
17
時　

合
同
企
業
説
明
会

○
対
象
者

２
０
１
８
年
３
月
大
学
（
院
含
む
）、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
等
の
卒
業
予
定
者
、
大
学
等
卒
業
後

３
年
以
内
の
人
お
よ
び
県
内
就
職
を
希

望
す
る
人

○
参
加
企
業

５
月
上
旬
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね
」
の
サ
イ
ト
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

http;//w
w
w
.gogo-jobcafe-shim

ane.jp/
▼
問
合
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
浜
田
ブ
ラ
ン
チ

（
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住

財
団　

石
見
事
務
所
）

☎
０
１
２
０
－
４
５
－
４
９
７
０

美郷町民生委員・児童委員
　５月12日㈮～ 18日㈭は全国一斉民生委員・児
童委員活動強化週間です。また、今年は民生委員
制度創設100周年になります。
　美郷町民生児童委員協議会においても、毎月の
挨拶運動にあわせ、５月15日㈪朝、景山美郷町
長とポケットティッシュ配布の街頭活動を実施す
る予定です。
　民生委員・児童委員とその活動をご理解くださ
い。

◀愛情と奉仕をあらわす
民生委員・児童委員マーク

幸せの四つ葉のクローバーを
バックに、民生委員の「み」の
文字で平和のシンボルの鳩を
かたどる
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まちかどウォッチング

　ＪＲ三江線潮駅前に特設会場を作り、第１回目
となる桜と団子の潮まつりが開催されました。三
江線沿線のスイーツ大集合と題し、中国山地フロ
ンティアの会が主催しました。
　今年は気温が低く、桜を楽しむことはできませ
んでしたが、来場者は手作り団子やぜんざい、シ
フォンケーキなど地元のスイーツを堪能しまし
た。まさに花より団子。
　三江線の利用客が下車した後に立ち寄ったり、
出発する三江線にみんなで手を振ったりする場面
もありました。

桜と団子の潮まつり

　美郷の子どもたち９名が広島に行き、己斐子ど
も会の皆さんと交流をしました。
　１日目は、広島市こども文化科学館へ行き、「日
読み 月読み」のプラネタリウムを観ました。２
日目は「クッブ」というスポーツをしました。初
めての体験で、最初はルールに戸惑っていました
が、だんだんと要領をつかみ、“キング”を倒す
と大歓声をあげ、仲良くハイタッチをする姿が見
られました。昼は、日頃、己斐公民館が交流して
いるスリランカの方たちが作ってくださった、本
場のスリランカカレーをいただきました。スパイ
スのきいたカレーでとても辛かったですが、おい
しいとおかわりをしている子どももいました。
　最後はスリランカの方たちも一緒に、日本の昔
遊び（お手玉・羽根つき・めんこなど）をして、「美
郷・己斐・スリランカの交流」となりました。心
温まる交流となり、帰りのバスの中では「まだ一
緒にいたかったな」など別れを惜しむ声があがっ
ていました。

美郷・己斐子ども交流にスリランカも

　桜が咲くころ毎年開催される夜桜神楽。沢谷地
域連合自治会が主催となり、今年も千原八幡宮で
開催されました。
　県道美郷飯南線沿線では３月30日㈭から約４
キロメートルにわたり500本近くの桜をライト
アップしました。今年は桜の開花が遅く、ライト
アップする期間を予定より１週間延長しました。
　ライトアップに合わせてふるさとおおち伝承館
では夜桜茶屋も開催され、ぜんざいなどがふるま
われました。

沢谷三里桜街道　夜桜神楽
▲美郷町、邑南町から選りすぐりのスイーツの出店がありました▲千原八幡宮の境内で舞う神楽はいつもより神聖で妖しい

▲スリランカの人たちとも交流できて、素敵な思い出になりました

▲初めて挑戦したスポーツ「クッブ」でしたがすぐに上達しました

3/11   ·12土 日

4/1 土 4/2 日
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美郷の人びと

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
位　
受
章　
　
香
川　
芳
郎
さ
ん

（
都
賀
本
郷
・
元
都
賀
小
学
校
長
）

第
47
回

全
国
小
中
学
生
か
る
た
選
手
権
大
会
・
島
根

県
予
選

第
３
位　
池
永
唯
香
さ
ん
（
大
和
小
）

第
２
回

島
根
県
小
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
兼
全
国
小
学
生
大
会
県
予
選
会
）

第
４
位　
行
田
理
佐
子
（
美
郷
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
　
　
女
鹿
田
千
咲
（
出
雲
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
ペ
ア

　
故　
香
川
芳
郎
さ
ん
（
元
都
賀
小
学
校
長
）
が
、
叙
位

「
正
六
位
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
28
年
12
月
31
日

付
け
）

　
香
川
さ
ん
は
、
昭
和
19
年
１
月
に
教
職
に
就
か
れ
、
以

来
42
年
間
小
中
学
校
に
お
い
て
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
職
を
退
か
れ
て
か
ら
は
旧
大
和
村
、
美
郷
町

に
お
い
て
教
育
委
員
、
議
員
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
に
は
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
29
年
２
月
19
日
㈰
に
益
田
市
で
行
わ
れ
た
当

大
会
で
、
大
和
小
５
年
の
池
永
唯
香
さ
ん
が
第
３
位

に
入
賞
し
、
島
根
県
代
表
選
手
と
し
て
全
国
大
会
へ

の
出
場
資
格
を
得
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
21
日
㈫
に
激
励
式
が
行
わ
れ
、
田
邊
教

育
長
か
ら
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
10
月
２
日
㈰
に
松
江
市
で
行
わ
れ
た
当
大
会
に
、

美
郷
町
か
ら
邑
智
小
３
年
の
行
田
理
佐
子
さ
ん
が
出
場
。
出
雲

Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
女
鹿
田
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
み
、
第
４
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
全
国
小
学
生
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
入

賞
し
た
行
田
さ
ん
は
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し

た
。

　
今
年
３
月
21
日
㈫
に
激
励
式
が
行
わ
れ
、
行
田
さ
ん
に
は
景

山
町
長
か
ら
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲奥様の節枝さんが受け取られました

▲百人一首を始めてから概ね半年で全国大会へ

▲頑張りますと町長に意気込みを語りました
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美郷の人びと

路
地
の
雪
解
か
す
陽
射
の
力
か
な	

小
川
ヒ
ロ
子

残
雪
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
照
す
庭	

山
中　

良
江

春
風
の
吹
い
て
み
仏
笑
み
給
ふ	

䑓　
　

幸
惠

孫
と
住
み
早
三
年
の
春
迎
へ	

立
脇
千
代
子

針
供
養
優
し
き
母
の
笑
み
浮
ぶ	

中
村　
　

定

猫
柳
そ
つ
と
手
で
ふ
れ
ほ
つ
と
す
る

	

小
学
五
年　

井
上　

沙
毘

ひ
な
ぎ
く
が
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つ
ぱ
い
咲
い
た
道
と
お
る

	

小
学
二
年　

井
上　

依
宥

杖
つ
い
て
探
し
に
行
か
ん
蕗
の
薹	

澤
田　

敞
等

木
か
ら
木
へ
枝
切
り
落
す
す
ご
い
技	

川
村　

幸
子

日
溜
り
の
温
も
り
を
背
に
ま
ど
ろ
み
ぬ	

山
根　

庚
子

水
仙
の
香
り
た
ゞ
よ
ふ
日
差
し
か
な	

三
原　

貞
子

陶
雛
飾
る
出
窓
の
夕
灯	

中
村　

愛
子

吟
行
や
三
瓶
裾
野
は
雪
深
し	

澤
田　

政
子

春
め
い
て
鼻
歌
う
た
う
散
歩
連
れ	

尾
原
美
和
子

水
仙
香
父
母
偲
び
つ
ゝ
経
を
読
む	

飯
島
冨
美
子

機
嫌
よ
く
酔
う
て
鼻
歌
雛
の
客	

平
井
紀
久
惠

晴
天
や
八
幡
裏
も
雪
解
す	

高
松　

俊
明

白
梅
や
句
会
再
開
電
話
受
く	

黒
石　

好
枝

選
者
吟

早
春
の
月
下
に
襟
を
合
は
せ
つ
ゝ 選

者   

山
田
松
三
郎
　

先
生

笹
鳴
句
会

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

山
田
隼
平 

選
手

　
平
成
29
年
３
月
24
日
㈮
か
ら
28
日
㈫
に
か
け
て

香
川
県
坂
出
市
の
府
中
湖
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
２
０

１
７
パ
ラ
カ
ヌ
ー
海
外
派
遣
選
手
最
終
選
考
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
島
根
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
強
化
指
定
選
手
と
し
て
別
府
出
身
の
山
田
隼
平

さ
ん
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
激
励
金
贈
呈
式
で

山
田
さ
ん
は
「
２
０
２
０
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
上
の
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
パ
ラ
カ
ヌ
ー
２
０
０
ｍ
で
第
３
位
と
健
闘
し
ま

し
た
が
、
今
回
の
海
外
派
遣
選
手
の
座
は
逃
し
ま

し
た
。今
後
も
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
の

大
会
で
の
成
績
が
左
右
し
ま
す
。

　
生
ま
れ
つ
き
足
が
不
自
由
な
山
田
さ
ん
が
カ
ヌ

ー
に
出
会
っ
た
の
は
中
学
生
の
と
き
。
中
学
の
３

年
間
し
か
カ
ヌ
ー
に
携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
パ

ラ
カ
ヌ
ー
日
本
代
表
ト
レ
ー
ナ
ー
の
坂
光
徹
彦
さ

ん
と
出
会
い
、
再
び
カ
ヌ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
を

決
意
。
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。

▲カヌーのボディにはオレンジ色で鮮やか
に描かれた隼平の文字

▲中村ブレイス（大田市）でオーダーメイ
ドしたバケット。山田さんの体に合わせて
右側と左側の高さが微妙に違います

▲大会に先立ち３月25日㈯に激励金贈呈式が開かれ、景山町長から激励金が
手渡されました



広報みさと 2017.4 16

2
0
1
7
年

第
151号

４
月
号

　

　

人口と世帯
人 口　4,900 人
　男　　2,310人	（−17人）　
　女　　2,590人	（−15人）　
世帯数　2,275世帯（−１世帯）

（　）は先月との比較（住民基本台帳による４月１日現在）

５月の行事予定
１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

６日㈯ おはなし会（みさと館）

７日㈰

８日㈪

９日㈫

10日㈬ 認知症カフェ「なごみカフェ」（ハートランド双葉園）
断酒会（みさと館）

11日㈭

12日㈮ 出張！みさと本の森（大和事務所）
こころの健康相談（県央保健所）

13日㈯

14日㈰

15日㈪

16日㈫

17日㈬
行政相談（みさと館）
こころの健康相談（矢上交流センター）
狂犬病予防注射巡回（邑智①）

18日㈭ 狂犬病予防注射巡回（邑智②）

19日㈮ 狂犬病予防注射巡回（大和全域）
思春期こころの健康相談（県央保健所）

20日㈯

21日㈰ ブックカフェ（みさと本の森）

22日㈪

23日㈫

24日㈬

25日㈭

26日㈮ 出張！みさと本の森（大和事務所）
ミニブックカフェ（みさと本の森）

27日㈯

28日㈰

29日㈪

30日㈫

31日㈬

桜満開のある日。顔を洗おうと思ったら水し
か出ません。
なんたことかいなぁ！
給湯器が壊れたのです。困ったのはその日か
らのお風呂。
やかんでお湯を沸かし、水を足してお湯をは
りました。「使えるお湯はこれだけ」という
状況でお風呂に入る日々。しかし、災害時な
どはお風呂に入ることすら当たり前ではなく
なります。お湯が沸かせるだけでもありがた
いなと実感しました。普段当たり前に過ごし
ていても、病気になったり機械が故障したり
して気がつくことって結構あります。
全てのことに「当たり前ではない」という気
持ちを持って過ごすことが大事だなと新年度
早々思ったあっこでした。

さてさて！新年度がスタートしました！
今年度も私あっこが広報みさとを担当するこ
とになりました。みなさんの笑顔を取材しに
行きますので、イベント情報などどしどしご
連絡ください♪
よろしくお願いします♪


